
TOKYO GX ACTION2026実行委員会 

第３回 議事次第 
 

日時：令和７年 11 月 25日（火) 14時 30分～15時 

     場所：オンライン開催  

 

１ 報告事項 

（１）ジャパンモビリティショー出展報告について 

 

２ 審議事項 

（１）委託契約の締結について 

 

３ 次回実行委員会の開催予定 

12月下旬に委託契約の企画審査会の結果を受けて開催 

 

＜配布資料＞ 

・資料１－１ ジャパンモビリティショー出展実施報告書 

・資料１－２ ジャパンモビリティショー出展事後リリース 

・資料２ 委託契約の締結について 

・資料３ ＧＸ実現に向けた機運醸成に係る企画運営業務委託 仕様書（案） 

・資料４ ＧＸ実現に向けた機運醸成に係る企画運営業務委託 企画提案募集要領（案) 

・資料５ ＧＸ実現に向けた機運醸成に係る企画運営業務委託 企画審査会実施要領（案） 

  



ジャパンモビリティショー出展
実施報告書 速報版

2025年11月25日

TOKYO GX ACTION2026実行委員会事務局
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Japan Mobility Show 2025 出展概要

出展場所：東京ビッグサイト 東新展示棟1階（東7ホール E7211）

開催日程：【プレスデー】 10月29日（水）～30日（木） 午前
【オフィシャルデー】 10月30日（木） 13:30～18:00 ※招待状をお持ちの方のみ
【一般公開日】  10月31日（金） 13:30～19:00

11月 1日（土） 9:00～19:00
3日（月・祝）
8日（土）

11月 2日（日） 9:00～18:00
9日（日）

11月 4日（火）～7日（金） 10:00～19:00

TOKYO GX ACTION
出展ブース
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ブース内容

【実施内容】
①フォーミュラE車両の展示
環境にやさしい次世代のモビリティ社会を象徴する存在として、世界最高峰のEVレース、フォーミュラEより最新
マシン「GEN3 Evo」を展示

②モニター映像によるGX紹介
「TOKYO GX ACTIONとは」、「過去の取組実績」、日常の中の「これもGX ACTION」、2026年に３回目の開催を
迎える「フォーミュラE」などを映像で紹介

③【フォーミュラEの観戦チケットが当たる】生成AI搭載のデジタルスタンプラリー
都民一人ひとりのGXアクションへの参加を促進する「TOKYO GX ACTION プラチナラリー」をスタートします。
日々のGXアクションを写真でアップするなどしてスタンプを集めるとフォーミュラＥの観戦チケットなど景品が当
たる抽選を実施

④ 【J-WAVE(81.3FM)】「offの日、どっちっち？」TOKYO GX ACTION特別企画
特設ステージにて、J-WAVEのPodcastプログラム『offの日、どっちっち？』の公開収録を実施
日時：11月1日（土） 13:30～14:30（西展示棟アトリウムトークステージ）
ナビゲーター：ハリー杉山、箭内夢菜、関根澄人
ゲスト：こっちのけんと

【来場特典】
・ブースご来場者様へ
フォーミュラＥがデザインされたTOKYO GX ACTIONオリジナルステッカーを
プレゼント

・アンケートへご回答いただいた方へ
マイボトル（真空断熱ボトル）をプレゼント
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ブース運営について
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集計結果全日程

10/29(水)数値

10/30(木)数値

10/31(金)数値

11/1(土)数値

11/2(日)数値

11/3(月)数値

11/4(火)数値

11/5(水)数値

11/6(木)数値

11/7(金)数値

11/8(土)数値

11/9(日)数値

合計

パンフレット配布数 ブース来場者数

229

123

114

145

アンケート回答数

日計

12

53

94

200

228

1,775

5,320

1,100

1,100 0 2,649

80

160

160

200

100

100

100

0 2,093

0 4,806

日計 日計

5 894

465

合計数

マイボトル配布数 ステッカー配布数 JMS2025総来場者

日計

0

日計 日計

517

50 324

253

20,000

180 2,420

239 165 2,324

1,822 1,395 1,010,000

0 3,783

0 3,113

5 37,126

0 3,385

132 100 1,100 0 3,032

3,832

2,100 0 4,914

2,308 0

1,100 0 2,672
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＜当初目標値＞
ブース来場者数
28,000人

⇒目標を約9,000人上回る



記録写真
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アンケート結果について
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アンケート結果速報【サマリー】

【JMSへの来訪動機・導線】

【ブース評価】

【GX浸透度】

✓ 「モビリティへの関心」が最も強い来訪動機（特に男性）。ただし、女性では「お出かけの一環」としての認識が強い。

✓ 「公式サイト経由＆人づて」でのJMS認知が主流。広報メディアの中では、「テレビ」が最も機能している様子。

✓ 「ブースの存在感」と「フォーミュラEへの関心」が来訪動機の上位。特に、「車両展示」に対する印象が強かった。

✓ ブース来訪者の満足度は非常に高い結果。今後のイベントに対する来訪喚起にも一定の効果がある可能性。

✓ GXに対する浸透状況は、昨年から大きく進捗。今後の実践や支持/応援の拡大も予感させる結果。

JMSのブースアンケートの結果を速報として簡易分析。大きく以下の5つのポイントを見ることができた。

→JMSへの来訪動機を見ると、モビリティに関する項目の高スコアが目立つ結果。

他方、男女別で傾向差があり、女性ではモビリティよりも「お出かけ先」としての印象が強い結果。

→モビリティへの関心が来訪動機の大きい部分を占めることもあり、認知メディアはJMSの公式サイトが頭一つ高く出た結果。

それ以外では、「家族・友人・同僚からの紹介」や「テレビ」という項目で一定のスコアが見られた。

→ブースへの来訪理由では、「目立っていた」と「フォーミュラE関連の選択肢」が上位となった。

また、印象に残ったコンテンツでは、圧倒的に「車両展示」のスコアが高く出た。

→ブース来訪者の90%近い方々が「満足した」と回答した結果。さらに、今後のイベントへの来訪意向度を見ても、

70~80％程度の方々が、「参加したい」と回答。

→GXに対する浸透状況は、すべての項目で前年度のPre調査結果のスコアを上回った結果。GXの名称認知、興味、実施意向は、

70%程度～以上の賛成票を集めていることに加えて、GX関連の取り組み支持/応援意向でも高い水準の結果が出た。
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TOKYO GX ACTION認知率

出典：JMSブースアンケートより（総計：N=1,823 男性：n=1,376 女性：n=408 性別回答したくない：n=39 ）

TOKYO GX ACTIONの認知率では、認知者TOP2（「聞いたことがあり、理解している」と「聞いたことはあるが、理解していない」の合計値）で

48.3%と、回答者の約半数が認知している状況。

約半数程度がTOKYO GX ACTIONを認知。

19.4%

20.0%

16.7%

28.9%

28.9%

28.9%

51.7%

51.2%

54.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

男性

女性

聞いたことがあり、理解している 聞いたことはあるが、理解していない 知らない

48.3%

48.8%

45.6%

TOP2
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フォーミュラE東京大会認知

出典：JMSブースアンケートより（総計：N=1,823 男性：n=1,376 女性：n=408 性別回答したくない：n=39 ）

フォーミュラE東京大会の認知率では、TOP2（「知っており、行ったことがある」と「知っているが、行ったことはない」の合計値）で

72.7%と、回答者の大宗が認知している結果、特に男性ベースでは78.3%(TOP2)となった。他方、女性ベースでは54.9%の認知と

男性に比べ20pt以上スコアに差がついた。

来場者の約7割がフォーミュラE東京大会を認知。特に、男性ベースでは80％に迫るスコア。

14.7%

16.0%

9.1%

58.0%

62.3%

45.8%

27.3%

21.7%

45.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

男性

女性

知っており、行ったことがある 知っているが、行ったことはない 知らない

TOP2

72.7%

78.3%

54.9%
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フォーミュラE東京大会及び、TOKYO GX ACTIONイベントへの参加意向

出典：JMSブースアンケートより（総計：N=1,823 男性：n=1,376 女性：n=408 性別回答したくない：n=39 ）

51.2%

52.0%

49.8%

31.8%

31.8%

31.6%

14.3%

13.7%

15.7%

1.9%

2.0%

1.2%

0.8%

0.4%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

男性

女性

行ってみたいと思う まあ行ってみたいと思う どちらともいえない

TOP2

83.0%

83.8%

71.8%

今後のフォーミュラE東京大会、及び、TOKYO GX ACTIONイベントへの参加意向を聞いてみると、総計では83.0%(TOP2)が

行ってみたいと回答。性別ごとに見ても、男性ベースでは83.8%、女性ベースでは71.8%と、男性の方が高いスコアであるものの、

女性の来訪者でも高い参加意向スコアを獲得した結果。

ブース来訪者の多くが、今後のイベントの参加にも前向きな結果。
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GX意味認知

出典：JMSブースアンケートより（総計：N=1,823 男性：n=1,376 女性：n=408 性別回答したくない：n=39 ）

18.5%

19.8%

13.7%

27.2%

28.9%

21.6%

23.0%

23.3%

23.8%

31.4%

28.1%

40.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

男性

女性

意味を知っており、実践している 意味を知っているが、実践はしていない 聞いたことがあるが、意味までは知らない 知らない

TOP2
（意味認知）

45.6%

48.7%

35.3%

GXの浸透状況を見ると、総計では実践が18.5%、意味認知で45.6%、名称認知で68.6%の結果。前年のスコアと比較をすると、

意味認知・名称認知ともに前年のPre調査結果よりも大きくスコアが伸長。

一方、男女別に見てみると、男性の方が実践・意味認知・名称認知ともにスコアが高く出た結果。

来訪者の約7割が「名称認知」、約半数が「意味まで認知」している結果。前年よりも大きくスコアが上昇。

TOP3
（名称認知）

68.6%

71.9%

59.1%

【参考】
昨年度Pre調査

10.0%

【参考】
昨年度Pre調査

22.3%
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実践しているGX行動

出典：JMSブースアンケートより（総計：N=1,823 男性：n=1,376 女性：n=408 性別回答したくない：n=39 ）

30.0%
27.7%

25.2%

15.5% 15.2%
12.2%

10.0%
8.6% 7.5% 6.7% 6.0% 5.9% 5.8% 5.4% 5.2% 5.1% 4.8% 4.0%
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※グラフ内に記載したスコアは「総計」のスコア

実施している取り組みの上位は「マイバッグ・マイボトルの利用」「電気・ガス・水道の無駄遣いを減らす」「証明をLEDに変更」

となった。他方、「セミナー・書籍・映像などで環境問題の知識を得る」や「GXに取り組む企業・団体を支援」などの項目は

スコアが低かった結果。

日常生活に付随する行動の実践が目立つ結果。GXにアンテナを張り学習・支援するような行動は依然低い状況。
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GXに関する取り組みの実施意向

出典：JMSブースアンケートより（総計：N=1,823 男性：n=1,376 女性：n=408 性別回答したくない：n=39 ）

GXの取り組み実施意向も非常に良好な結果。昨年からのスコアも高まっている状況。

33.1%

33.1%

34.8%

41.5%

42.2%

40.0%

21.2%

21.1%

20.3%

2.1%

1.7%

3.2%

2.0%

2.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

男性

女性

実施したい やや実施したい どちらともいえない あまり実施したくない 実施したくない

TOP2

74.7%

75.2%

74.8%

【参考】
昨年度Pre調査

40.4%

GXに関する取り組みの実施意向を聞いてみると、実施したい（TOP2）と回答したのは、総計で74.7%の結果。

昨年度のPre調査の同様の設問結果と比較をすると、約34ptもスコアが上昇した結果。
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GXに関する取り組みの支持/応援意向

出典：JMSブースアンケートより（総計：N=1,823 男性：n=1,376 女性：n=408 性別回答したくない：n=39 ）

GX関連取り組みへの応援・支持の意向は（≒「特に支持/応援したいと思わない」を選ばなかった人）は全体の95.1%の結果。

応援したい取り組み種別を見ると、「エネルギーの効率的な利用」「再生可能エネルギーの利用」が上位であり、

環境に配慮したエネルギーの安定・持続供給に係る項目への支持傾向が強いか。

ほとんどの来訪者にGX関連の取組みへの支持・応援意向が見られた。特にエネルギーの安定供給への支持が強いか。
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※グラフ内に記載したスコアは「総計」のスコア

15



プラチナラリーについて
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